
郷育カレッジ
受講生募集

　郷育カレッジでは、地域の「ひと、もの、こと」を
題材に、ふるさと、健康福祉、環境、生きがいなどさ
まざまな分野の講座を開催しています。

　年度途中からの入校も可能です。定員に空きがある
講座は、いくつでも選べます。まだ申し込みが可能な
講座を紹介します。

３月20日（水）まで
小学生以上で市内に在住、通勤、通学している人
500円（初年度のみ）
大人1,000円、高校生以下300円

開講期間
対　象
入学金
年会費
※費用が別途必要な講座もあります。

　詳しくは、市公式ホームペー
ジの郷育カレッジ講座一覧や公
共施設に置いている冊子で確認
できます。

　受付、問い合わせ
市郷育推進課☎６２・５０７８

　毎月のゴミの分別収集の時、出し方
を悩んでいませんか？市の最新の分別
収集を学んでみましょう。

分別収集を学ぼう
10：00～11：30　市中央公民館

21
2/ 木

　古代において、宗像という地域がど
のような存在であったかについて学び
ます。

やさしい宗像の歴史
14：00～16：00　市中央公民館

20
2/ 水 　

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
福
津
。
こ
の
福
津
と
い
う
「
郷
」

で
学
び
、「
育
」
つ
こ
と
が
で
き
た
ら
。
そ
し
て
、
地
域
を
育
て

て
い
け
た
ら
。
そ
ん
な
思
い
で
作
っ
て
い
る
、
こ
の
「
郷
育
か
わ

ら
版
」。「
郷
育
」
で
取
り
組
ん
で
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
や
事
業

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も一緒
に
「
郷
育
」
に
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
　

安
全
教
育
研
修
会
と
モ
デ
ル
子

ど
も
会
の
発
表

　
子
ど
も
会
活
動
で
ケ
ガ
な
ど

の
事
故
防
止
の
た
め
の
安
全
教

育
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
会
の
活
動
発
表
も

行
わ
れ
ま
す
。

期
日
　
３
月
２
日
（
土
）
午

後
７
時
〜
午
後
９
時

会
場
　
ふ
く
と
ぴ
あ
健
康
プ
ラ

ザ問
い
合
わ
せ
　市
子
ど
も
会
育

成
会
連
合
会
事
務
局
☎
５
２
・

１
１
７
２※

火
曜
日
の
正
午
〜

午
後
３
時
と
土
曜
日
の
午
前
10

〜
午
後
１
時

企
画
編
集
　
市
郷
育
推
進
課
☎
６
２
・
５
０
７
８

県
民
体
育
大
会
で
市
民
が
躍
動
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▲昨年の子ども会活動発表

ご
う
い
く

【
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
】

 

ビ
ジ
ネ
ス
講
演
会

　
起
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
成
功
へ

の
ヒ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
の
お

話
し
で
す
。

日
時
　
２
月
15
日
（
金
）
午
後

３
時
〜

場
所
　
多
目
的
室

定
員
　
20
人

講
師
　
市
商
工
会
　
経
営
指
導

員
　
小
竹
晃
之
さ
ん

 

図
書
館
活
用
セ
ミ
ナ
ー

場
所
　
多
目
的
室

定
員
　
20
人

●
図
書
館
で
脳
ト
レ

日
時
　
２
月
９
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜

●
図
書
館
活
用
法

日
時
　
２
月
16
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜

 

お
は
な
し
会
（
予
約
不
要
）

場
所
　
親
子
読
書
室

●
お
ひ
さ
ま
の
う
た
サ
ー
ク
ル

日
時
　
２
月
９
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜

●
お
は
な
し
の
国

日
時
　
２
月
13
日
（
水
）
午
前

11
時
〜

▲❶入賞した駅伝チーム❷見事 県優勝を果たしたバスケットボール青年女子チーム
　❸スタートをミスも大会記録を更新した上坂さん（中央）

青
年
女
子
チ
ー
ム
。２
回
戦
で
昨
年
度

優
勝
の
福
岡
市
を
破
る
と
、見
事
優
勝
。

勢
い
そ
の
ま
ま
に
臨
ん
だ
全
国
大
会

で
、
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。主
力

選
手
の
花
田
香
菜
さ
ん
は「
体
格
に
恵

ま
れ
た
チ
ー
ム
で
は
な
か
っ
た
が
、粘

り
強
い
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
と
走
り
勝
つ

バ
ス
ケ
、そ
し
て
控
え
選
手
の
サ
ポ
ー

ト
で
勝
ち
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。

全
国
大
会
の
準
決
勝
で
は
15
点
差
を

逆
転
で
き
、粘
り
強
さ
を
象
徴
す
る
試

合
が
で
き
た
。来
年
は
全
国
制
覇
を
成

し
遂
げ
た
い
」と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
で
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
で
き
る
場
が
県
民
体

育
大
会
で
す
。夏
・
秋
・
冬
の
３
季
で
、

市
の
代
表
選
手
が
多
種
目
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　
夏
季
水
泳
大
会
で
は
、上
坂
仁
志
さ

ん
が
、50
ｍ
平
泳
ぎ
65
歳
〜
69
歳
の
部

で
大
会
記
録
を
更
新
し
、会
場
を
大
い

に
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
冬
季
大
会
で
は
市
代
表
駅
伝
チ
ー

ム
が
昨
年
よ
り
、１
分
以
上
タ
イ
ム
を

縮
め
、
８
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

特
に
４
区
の
市
原
南
美
さ
ん
（
宗
像

高
）は「
最
後
ま
で
ペ
ー
ス
が
落
ち
ず
、

自
分
で
も
驚
い
た
」と
３
人
の
走
者
を

抜
く
快
走
を
見
せ
、区
間
２
位
を
記
録
、

自
分
の
走
り
に
自
信
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、一
番
の
輝
き
を
見
せ
た
の

が
、秋
季
大
会
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

 60 市町村中　８位

冬季大会　 市町村対抗福岡駅伝

夏季大会　     水泳競技 50ｍ

秋季大会　  団体競技 陸上競技

本松妙子
上坂仁志
松本祐二
森本美生

2 位
1 位
2 位
3 位

自由形３０～３４歳
平泳ぎ６５～６９歳
平泳ぎ７０歳以上
バタフライ３０～３４歳

バスケットボール
バドミントン
中野敏明
水井基員
甲斐姿子

1 位
3 位
3 位
1 位
3 位

青年女子
壮年女子 B
壮年男子 60 歳台3000ｍ
壮年男子70 歳台100m
壮年女子 40 歳台砲丸投

県民体育大会
市代表成績一覧

●●●●●●●●●

カ
メ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

図
書
館

☎
７
２
・
１
２
０
７

市
子
ど
も
会

育
成
会
連
合
会

こ
の
子

み
て
ん
し
ゃ
い

❸ ❷

❶
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1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

1位 2位
有山　伸司
今泉　武志
的野　信行
林田　健介
中嶋　　孚
内場　和光
森北　新�
本畑　道明
荒巻　　渉
城野　正雄

�田　哲雄
猪俣　征雄
田中　英則
井本　雅文
山口　忠男
�田　弘実
柴田　　広
森山　英明
山本　正三
松本三知男

囲碁・将棋大会
市内の囲碁・将棋同好会の 11 月の例会結果です

紙面の都合上、上位者のみの掲載です。　　　　 （敬称略）

福津市実年囲碁会

連 満生　忠雄 ☎43・2420

次回は、2月5日（火）、2月19日（火）
10：00受付締め切りで、市中央公民
館和室で開催します。

次回は、2月10日（日）9：50受付締
め切りで、市中央公民館和室で開
催します。

1
2
3
4
5
6
7

1位 2位
猪俣　征雄
吉田　幸博
千綿　　勝
林田　健介
中嶋　　一
加村　光義
肥高　　勲

田中　英則
福田　　豊
松尾　正久
木植　　宏
中嶋　　孚
柳川　　満
春藤　哲夫

連 井本　雅文 ☎090・9796・1099

福津市囲碁会

次回は、2月9日（土）10：00から大
和町公民館で開催します。

A
B
C
D
E

1位 2位
滝口　純一
徳丸　敬治
宇都　一男
安波　　寛
木道　健一

北原　靖三
川端　政憲
工藤　幸夫
安松　辰男
花田　俊一

連 村上　良明 ☎080・3973・8932

福津市将棋同好会

次回は、2月24日（日）9：30から福
津市文化会館で開催します。

連 永島　和美 ☎52・5610

津屋崎囲碁同好会

1位 2位
A
B
C
D

魚住　洋二
藤井　　修
中嶋　　孚
西住　弘久

今丸　　滇
井本　雅文
富永　　寛
田中　敏一

　市
内
の
愛
好
会
の
か
た
の
作
品
で
す
。一
般
投
稿
の
締
め
切
り
は
、前
月

15
日
で
す
。

受
付
　市
中
央
公
民
館
　☎
4
3・2
1
0
0
　F
A
X
4
3・2
8
6
8

【
太
郎
丸
句
会
】

　
大
根
の
白
に
偽
り
な
か
り
け
り
　
　
　
　
　

　
セ
ー
タ
ー
の
赤
は
差
し
色
背
筋
伸
ぶ
　
　
　

　
草
紅
葉
人
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
　
　
　
　
　
　

　
秋
遍
路
仏
顔
し
て
妻
帰
る
　
　
　
　
　
　
　

　
沼
に
石
投
げ
て
独
り
の
寒
さ
か
な
　
　
　
　

　
竹
林
の
掃
き
清
め
た
る
月
の
道
　
　
　
　
　

　
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
思
ひ
思
ひ
の
冬
日
和
　
　

　
小
春
日
の
陽
ざ
し
吸
い
込
む
鯉
の
口
　
　
　

　
今
あ
る
は
こ
の
子
の
お
か
げ
野
菊
咲
く
　
　

　
奥
の
院
昼
を
灯
せ
る
初
紅
葉
　
　
　
　
　
　

　
桝
席
を
越
ゆ
る
声
援
冬
ぬ
く
し
　
　
　
　
　

　
し
ぐ
る
る
や
一
本
道
の
倉
庫
群
　
　
　
　
　

　
シ
ョ
パ
ン
流
る
海
沿
う
町
の
秋
時
雨
　
　
　

　
霜
月
や
逝
き
た
る
犬
の
歳
数
ふ
　
　
　
　
　

　
山
茶
花
の
白
き
に
夫
を
見
て
い
た
り
　
　
　

　
触
れ
る
も
の
暖
色
に
し
て
冬
支
度

【
海
】

　
夫
の
留
守
気
の
ゆ
る
み
た
る
日
向
ぼ
こ
　
　      

　
冬
紅
葉
受
付
に
あ
る
老
眼
鏡
　
　
　
　
　
　

　
来
る
年
を
迎
え
る
暮
ら
し
幾
年
ぞ
　
　
　
　

　
落
葉
し
ぐ
れ
耳
を
澄
ま
せ
ば
電
子
音

【
津
屋
崎
句
会
】

　
短
日
や
窓
越
し
の
君
シ
ン
デ
レ
ラ 

　
　
　
　

　
流
星
や
流
れ
し
恋
の
涙
か
な
　
　
　
　
　
　

　
ベ
ト
・
ド
ク
を
想
い
出
さ
せ
る
酷
暑
か
な
　
　

　
一
ひ
ら
の
色
を
残
し
て
秋
終
る
　
　
　
　
　

　
カ
ー
ナ
ビ
に
委
ね
る
旅
や
紅
葉
降
る

【
一
般
投
稿
】

　
里
イ
モ
を
掘
っ
て
今
夜
も
秋
美
味
し
　
　
　

　
山
茶
花
や
寒
に
た
え
て
咲
き
ほ
こ
る
　
　
　

　
老
窓
会
ど
ち
ら
を
見
て
も
華
は
な
い
　
　
　

　
冬
の
月
防
風
林
の
す
き
ま
か
ら
　
　
　
　
　

　
手
袋
も
鈴
を
付
け
た
い
念
の
た
め
　
　
　
　

　
色
気
な
き
小
川
の
岸
に
石
蕗
の
花
　
　
　
　

　
夢
積
ん
で
零
し
て
積
ん
で
早
や
八
十
路
　
　

　
め
で
た
き
は
十
・
千
も
有
り
万
両
の
　
　 

　

　
柊
と
ふ
名
の
孫
の
あ
り
片
え
く
ぼ
　
　
　
　

　
思
い
出
を
寄
せ
逢
い
乍
ら
師
走
来
る

　
ヂ
ャ
ヂ
ャ
と
庭
の
し
げ
み
で
ウ
グ
イ
ス
が
　

　
寂
光
に
呼
び
と
め
ら
れ
て
返
り
花
　
　
　
　

　
さ
て
一
句
拾
い
に
時
雨
道
遠
し
　
　
　
　
　

　
こ
も
れ
陽
に
猫
ま
る
ま
る
と
夢
う
つ
つ
　
　

　
庭
一
面
紅
で
染
る
や
姫
婚
　
　
　
　
　
　
　

　
ひ
と
ひ
ら
の
雲
流
れ
ゆ
く
大
晦
日

　
新
し
き
暦
買
い
き
て
見
と
れ
た
り

　
東
山
ブ
ル
ー
の
美
し
き
森

　
焼
け
跡
の
三
羽
烏
よ
T
V
か
ら

　
吾
の
背
押
せ
八
十
路
の
吾
の

　
西
郷
川
花
園
今
は
コ
ス
モ
ス
の

　
さ
ゆ
う
ぎ
て
秋
春
に
は
菜
の
花

　
テ
レ
ビ
見
た
マ
リ
ア
ナ
海
溝
底
深
く

　
一
万
ｍ
白
エ
ビ
ナ
マ
コ

　
穭
田
の
広
ご
る
真
中
に
園
児
ら
の

　
タ
ン
ポ
ポ
色
の
帽
子
の
あ
そ
ぶ

黒
岩
貴
美
子

堤
　
ル
ミ
子

塩
毛
　
信
子

山
田
　
　
章

高
見
　
英
夫

三
上
　
貞
子

眞
子
　
敬
明

高
見
　
元
子

福
島
　
玲
子

畑
迫
み
さ
を

目
代
タ
カ
子

田
中
千
代
子

上
妻
　
澄
子

納
冨
　
早
苗

石
田
フ
サ
子

廣
渡
　
絹
代

岡
部
ヤ
エ
子

前
田
フ
ヂ
エ

田
中
　
照
子

原
田
　
令
子

和
田
　
昭
二

安
部
　
澄
子

松
尾
　
忠
義

鈴
木
　
敦
子

室
元
松
希
興

安
部
　
敏
朗

宮
本
　
　
瞳

中
島
　
久
次

佐
々
木
冴
子

都
合
　
ス
ミ

古
賀
新
太
郎

中
原
　
恵
子

川
本
　
幸
重

堀
　
あ
か
ね

徳
永
タ
ミ
子

江
口
　
信
子

藤
井
　
和
子

本
間
　
碧
水

吉
川
　
碧
境

佐
藤
　
碧
晶

森
脇
　
一
枝

坂
口
　
怜
子

方
木
　
修
一

佐
々
木
和
彦

阿
部
　
英
子

岡
本
　 

之

（
敬

称

略
）

投
稿
す
る
場
合
、氏
名
と
作
品
の
常
用
漢
字

以
外
等
に
は
、必
ず
振
り
仮
名
を
ふ
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
が

あ

ひ
い
ら
ぎ

じ
ゅ
う
せ
ん

ひ
つ
じ

せ
な

わ
れ

つ
ま

こ
ぼ

は
な
え
ん

岡
ー
田
端
ー
近
江
か
ら
す

　奇数月の第３土曜・日曜日は「地域の日」
です。地域で活躍している団体などを紹介し
ます。地域の活動に参加しませんか。あなた
の団体もご紹介ください。

地 域 の 日
●市郷育推進課　☎62・5078

「FUKUTSU
　コミュニティ・フェスタ」を開催

　

昨
年
度
ま
で
青
少
年
育
成
市

民
の
会
主
催
で
開
催
し
て
い
た

「
青
少
年
の
つ
ど
い
」
と
教
育

委
員
会
主
催
で
開
催
し
て
い
た

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
合
わ
せ
た
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
「
夢
や
希
望
を

持
っ
て
福
津
で
輝
く
子
ど
も
た

ち
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い

る
市
民
の
表
彰
を
は
じ
め
、
子

ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
で
の
学
び
や
、
ア
ン

ビ
シ
ャ
ス
広
場
や
子
ど
も
会
育
成

会
な
ど
地
域
の
つ
な
が
り
の
中
で

の
活
動
の
様
子
の
発
表
が
あ
り
ま

す
。
展
示
ブ
ー
ス
や
体
験
ブ
ー
ス
、

飲
食
ブ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
市
民

全
員
で
、
楽
し
み
な
が
ら
子
ど
も

た
ち
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。　

日
時
　
２
月
24
日(

日)

午
前
９
時

30
分
〜

会
場
　
市
中
央
公
民
館

あじさいロード
［地域婦人会だより］

「
あ
じ
さ
いde

さ
ろ
ん
」
へ
の
お
誘
い

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
婦
人
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

よ
る
手
軽
に
で
き
る
防
災
グ
ッ
ズ
の
作
り
方

の
実
演
等
を
行
い
ま
す
。

　
お
菓
子
や
飲
み
物
を
準
備
し
て
、
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
っ
た
り
、

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
し
て
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
予
約
は

要
り
ま
せ
ん
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
１
月
31
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時

会
場
　
大
和
町
公
民
館

参
加
費
　
１
０
０
円

問
い
合
わ
せ
　
乙
藤
☎
４
２
・
０
１
５
７

　
市
地
域
婦
人
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
（
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
の
保
全
、
子
育
て
支

援
、
高
齢
者
施
設
内
の
清
掃
、
日
赤
奉
仕
団

等
）
や
、
講
習
会
開
催
（
防
災
、
が
ん
征
圧

等
）
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
一

環
と
し
て
、
今
年
は
、
年
の
初
め
に
皆
さ
ん

と
大
い
に
笑
っ
て
過
ご
す
『
あ
じ
さ
いde

さ
ろ
ん
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
内
容
は
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
有
志
で

結
成
さ
れ
た
「
ふ
る
里
福
津
愛
し
隊
」
に
よ

る
福
津
の
歴
史
等
を
分
か
り
や
す
く
楽
し
く

紹
介
す
る
寸
劇
や
、
「
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
夢
弦
」
に
よ
る
演
奏
、
地
域
婦
人
会
員
に

広
報
部
　
坂
藤
昌
子

　アンビシャス広場とは、子どもたちが放
課後や休日に地域で安心して立ち寄るこ
とのできる「居場所」です。

福間アンビシャス広場

みんなおいでよ

●市郷育推進課　☎62・5078

　
ふ
く
ま
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
は
、

毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
の
放
課
後
、

福
間
小
学
校
体
育
館
と
福
間
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
く
ま
り
ん
」
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
11
月
に
行
わ
れ
た

福
間
郷
づ
く
り
の
会
主
催
「
海
岸
松

林
ウ
オ
ー
ク
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

ゴ
ー
ル
門
を
作
り
ま
し
た
。
丸
め
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
段
ボ
ー
ル
を
柱
に
し

て
似
顔
絵
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
魚
、

松
ぼ
っ
く
り
な
ど
を
飾
り
、
自
然
豊

か
な
海
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
り
ま
し

た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の

参
加
者
に
見
て
も
ら
え
て
満
足
気
な

子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

▲海岸松林ウオークで元気に完歩しました
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